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(57)【要約】
【課題】超音波診断装置に関する発明を開示する。
【解決手段】本発明の超音波診断装置は、本体部と、本
体部に設けられるアーチ型支持部と、本体部とアーチ型
支持部との間に形成される設置部と、を備える。本発明
によると、本体部の上部にアーチ型支持部を備え、本体
部とアーチ型支持部との間に設置部が形成されるように
することによって、そこに、超音波診断装置と連結され
るエコープリンタ、ＶＣＲなどの周辺機器及びその他物
品を置くことができるため、周辺機器の管理及び設置が
便利になる長所がある。
【選択図】図3
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部と、
　前記本体部に設けられるアーチ型支持部と、
　前記本体部と前記アーチ型支持部との間に形成される設置部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記アーチ型支持部は、
　前記本体部に設けられて第１の方向に延びる第１の支持部と、
　前記第１の支持部から第２の方向へ延びる第２の支持部と、
　前記第２の支持部から第３の方向へ延びて前記本体部に設けられる第３の支持部と、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記アーチ型支持部は、脱着可能なように設けられることを特徴とする請求項１に記載
の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記アーチ型支持部に備えられてディスプレイ部を支持するディスプレイ支持部をさら
に備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記ディスプレイ支持部は、
　前記アーチ型支持部に備えられる装着部と、
　前記装着部に設けられて前記ディスプレイ部を支持する支持アームと、
　を備えることを特徴とする請求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記アーチ型支持部に設けられるトレイをさらに備えることを特徴とする請求項１に記
載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記アーチ型支持部は、前記トレイを支持するトレイ支持部をさらに備えることを特徴
とする請求項６に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記トレイは、脱着可能なように設けられることを特徴とする請求項７に記載の超音波
診断装置。
【請求項９】
　前記設置部は、設置物の離脱を防止する離脱防止部をさらに備えることを特徴とする請
求項１から８のいずれかに記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置に関し、より詳しくは超音波を用いて対象体内部の映像を生成
するための超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、超音波診断装置は、プローブから被検体の検査部位に超音波パルスを照射し、
その照射される超音波の送信時間と、超音波が被検体の内部で反射されて前記プローブに
戻ってくるエコー信号が受信される時間との時間差を距離に換算して映像化する検査装置
である。超音波診断装置に用いられる超音波は、生体に対して無害であるため、超音波診
断装置は特に医療用として有用で、生体内にある異物の検出、損傷程度の判定、腫瘍又は
胎児の観察などに広く用いられている。
【０００３】
　図１は、一般的な超音波診断装置の斜視図である。
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【０００４】
　図１を参照すると、超音波診断装置は、装置の主要構成要素を搭載するカート形態の本
体１１と、超音波を送受信するプローブ１２と、装置の操作に必要な命令を入力するため
の各種スイッチ及びキーなどを備えたコントロールパネル１３と、超音波診断の結果を映
像で具現するためのディスプレイ装置１４とを備える。
【０００５】
　この超音波診断装置を用いて被検体に超音波診断を行うにおいて、作業者は、一方の手
でプローブ１２を握って被検体の表面にプローブ１２を接触させて移動させながら、他方
の手でコントロールパネル１３を操作して超音波診断を行う。このようにして行われた超
音波診断により得られた結果は、ディスプレイ装置１４を介して映像で具現される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前記のような超音波診断装置では、超音波診断装置と連結された周辺機器を設置する場
所がないので、これを別途、設けなければならない煩わしさがある。従って、これを改善
することが要請される。
【０００７】
　本発明は、前記のような問題を改善するために考案されたもので、周辺機器を別途の据
付台などに設置しなければならない煩わしさがないように構造を改善した超音波診断装置
を提供することにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る超音波診断装置は、本体部と、前記本体部に設けられるアーチ型支持部と
、前記本体部と前記アーチ型支持部との間に形成される設置部と、を備える。
【０００９】
　また、前記アーチ型支持部は、前記本体部に設けられて第１の方向に延びる第１の支持
部と、前記第１の支持部から第２の方向へ延びる第２の支持部と、前記第２の支持部から
第３の方向へ延びて前記本体部に設けられる第３の支持部とを備える。
【００１０】
　また、前記アーチ型支持部は、脱着可能なように設けられる。
【００１１】
　また、本発明の超音波診断装置は、前記アーチ型支持部に備えられてディスプレイ部を
支持するディスプレイ支持部をさらに備える。
【００１２】
　また、前記ディスプレイ支持部は、前記アーチ型支持部に備えられる装着部と、前記装
着部に設けられて前記ディスプレイ部を支持する支持アームとを備える。
【００１３】
　また、本発明の超音波診断装置は、前記アーチ型支持部に設けられるトレイをさらに備
える。
【００１４】
　また、前記アーチ型支持部は、前記トレイを支持するトレイ支持部をさらに備える。
【００１５】
　また、前記トレイは、脱着可能なように設けられる。
【００１６】
　また、前記設置部は、設置物の離脱を防止する離脱防止部をさらに備える。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の超音波診断装置によると、本体部の上部にアーチ型支持部を備えて、本体部と
アーチ型支持部との間に設置部が形成されるようにすることにより、超音波診断装置と連
結されるエコープリンタ、ＶＣＲなどの周辺機器及びその他物品を置くことができるので
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、周辺機器などの管理及び設置が便利になる長所がある。
【００１８】
　また、アーチ型支持部及びディスプレイ部が脱着可能なように備えられる構造をとるこ
とによって、必要であればアーチ型支持部又はディスプレイ部を分離して装備全体のサイ
ズを減少させることができ、保管が容易になる。
【００１９】
　また、トレイがトレイ支持部に脱着可能なように設けられる構造をとることによって、
設置部の設置空間をより効率的に活用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】一般的な超音波診断装置の斜視図である。
【図２】本発明の一実施例に係る超音波診断装置の斜視図である。
【図３】図２に示した超音波診断装置の分解斜視図である。
【図４】本発明の他の実施例に係る超音波診断装置の斜視図である。
【図５】図４に示した超音波診断装置の分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、添付の図面を参照して本発明に係る超音波診断装置の一実施例を説明する。なお
、図面に示した線の太さや構成要素のサイズなどは、説明の明瞭性と便宜上、誇張して図
示する場合もある。また、本文で用いられる用語は、本発明での機能を考慮して定義され
たものであって、これはユーザ、運用者の意図または慣例によって変わることがある。従
って、このような用語に関する定義は、本明細書全般に渡った内容に基づいて下されなけ
ればならない。
【００２２】
　図２は本発明の一実施例に係る超音波診断装置の斜視図であり、図３は図２に示した超
音波診断装置の分解斜視図である。
【００２３】
　図２及び図３を参照すると、本発明の一実施例に係る超音波診断装置１００は、本体部
１１０と、設置部１２０と、アーチ型支持部１３０とを備える。
【００２４】
　本体部１１０は、プローブ（図示せず）を介して送信される超音波信号を送信集束させ
、その同じプローブを介して受信される超音波信号を受信集束させるビームフォーマ（図
示せず）と、ビームフォーマで出力される信号に基づいてフレームデータを形成するデー
タ形成部（図示せず）と、フレームデータに基づいて対象体の２次元又は３次元映像を形
成するプロセッサ（図示せず）と、データを格納する格納部（図示せず）及び超音波診断
装置１００を駆動させたり機能を選択するためのコントロールパネル（図示せず）などを
備える。
【００２５】
　また、本体部１１０には、プローブが本体部１１０に連結されるようにプローブのコネ
クタが接続されるプローブコネクタパネル１１２と、心電図測定のためのＥＣＧ電極が本
体部１１０に連結されるようにＥＣＧ電極のコネクタが接続されるＥＣＧコネクタパネル
１１４とが備えられる。
【００２６】
　設置部１２０は、本体部１１０に備えられる。具体的には、設置部１２０は本体部１１
０の上部に備えられ、本体部１１０の上部面に設けられる底面１２２と、底面１２２の上
部（すなわち、底面１２２と後述するアーチ型支持部１３０との間）に形成される設置空
間Ｓとを備える。
【００２７】
　設置部１２０には多様な設置物が置かれる。設置部１２０に置かれる設置物の例として
は、超音波診断装置１００と連結されるエコープリンタ、ＶＣＲなどの超音波診断装置１
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００の周辺機器などがある。
【００２８】
　本実施例によると、設置部１２０は離脱防止部１２４をさらに備える。離脱防止部１２
４は、設置部１２０の外側に、底面１２２の縁部に沿って底面１２２から上部に延びるよ
うに形成させることにより、設置部１２０に置かれた設置物の離脱を防止する。
【００２９】
　アーチ型支持部１３０は、本体部１１０に設けられる。具体的には、アーチ型支持部１
３０は、設置部１２０が形成されるように本体部１１０の上部に設けられる。このアーチ
型支持部１３０は、第１の支持部１３２と、第２の支持部１３４と、第３の支持部１３６
とを備える。
【００３０】
　第１の支持部１３２は、本体部１１０に設けられて第１の方向に延びる。本実施例によ
ると、第１の支持部１３２は、その一端部が本体部１１０の上部の一方の側面（図２、３
の左側の面）に結合され、設置部１２０の底面１２２に対して垂直に上方向に延びるもの
として例示している。
【００３１】
　第２の支持部１３４は、第１の支持部１３２の他端部から第２の方向、例えば設置部１
２０の底面１２２とほぼ平行に、本体部１２０の他方の側面（図２、３で右側）方向に延
びる。第３の支持部１３６は、第２の支持部１３４から第３の方向、例えば第２の支持部
１３４に対して垂直な下方向に延びる。第１の支持部１３２と同様に、第３の方向に延び
た第３の支持部１３６の一端部は、本体部１１０の他方の側面の上部に結合される。
【００３２】
　第１の支持部１３２の一端部と第３の支持部１３６の一端部とは、本体部１１０の上部
に脱着可能なように結合される。即ち、アーチ型支持部１３０は、本体部１１０と脱着が
可能なように結合される。
【００３３】
　前記の通り、第１～第３の支持部１３２、１３４、１３６を備えるアーチ型支持部１３
０は、略「∩」字（逆「Ｕ」字）状を有する。このアーチ型支持部１３０により、本体部
１１０の上面と第２の支持部１３４との間が一定距離離隔されることによって、本体部１
１０の上面とアーチ型支持部１３０との間には、底面１２２と設置空間Ｓとからなる設置
部１２０が形成される。
【００３４】
　一方、本実施例の超音波診断装置１００は、音声出力部１３５をさらに備える。音声出
力部１３５は、本体部１１０で生成される音声を外部に出力するように備えられるもので
、本実施例では、音声出力部１３５がアーチ型支持部１３０と一体に備えられるものとし
て例示している。
【００３５】
　この音声出力部１３５には、音声を出力するためのスピーカ（図示せず）がアーチ型支
持部１３０の内部、例えば第２の支持部１３４の内部に配置され、このスピーカがアーチ
型支持部１３０の内部を通って本体部１１０と連結される形態で備えられる。そして、第
２の支持部１３４には、スピーカをアーチ型支持部１３０の外部と連通させる通孔（符号
省略）が１つ以上形成される。
【００３６】
　また、本実施例の超音波診断装置１００は、ディスプレイ部１４０をさらに備える。デ
ィスプレイ部１４０は、本体部１１０で生成される超音波映像、超音波診断装置１００の
動作状態、超音波診断装置１００を動作させるための設定情報などを表示する。
【００３７】
　このディスプレイ部１４０は、アーチ型支持部１３０に直接設けられる構造にすること
もできるし、ディスプレイ支持部１５０を介してアーチ型支持部１３０に設けられる構造
にすることもできる。本実施例では、ディスプレイ部１４０は、ディスプレイ支持部１５
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０を介してアーチ型支持部１３０に設けられる構造にする場合について説明する。
【００３８】
　ディスプレイ支持部１５０は、アーチ型支持部１３０に備えられてディスプレイ部１４
０を支持する。このディスプレイ支持部１５０は、装着部１５２と支持アーム１５４とを
備える。
【００３９】
　装着部１５２は、アーチ型支持部１３０に備えられる。本実施例によると、装着部１５
２は、アーチ型支持部１３０の第２の支持部１３４上に形成される。この装着部１５２は
、後述する支持アーム１５４が挿入されるように窪んだ形態（凹状）に形成することもで
きるし、支持アーム１５４に挿入されるように出っ張った形態（凸状）に形成することも
できる。
【００４０】
　支持アーム１５４は、装着部１５２に設けられる。支持アーム１５４は、その一方が装
着部１５２に結合し、他方がディスプレイ部１４０と結合してディスプレイ部１４０を支
持する。この支持アーム１５４は、装着部１５２に固定される形態で備えることもでき、
装着部１５２に脱着可能なように結合する形態で備えることもできる。ディスプレイ部１
４０は、この支持アーム１５４を介してアーチ型支持部１３０に結合する。
【００４１】
　前記のような本実施例の超音波診断装置１００は、本体部１１０の上部にアーチ型支持
部１３０を備え、本体部１１０とアーチ型支持部１３０との間に設置部１２０が形成され
るようにすることによって、そこに超音波診断装置１００と連結されるエコープリンタ、
ＶＣＲなどの周辺機器及びその他の物品を置くことができるため、周辺機器の管理及び設
置が便利になる。
【００４２】
　また、本実施例の超音波診断装置１００は、アーチ型支持部１３０及びディスプレイ部
１４０が脱着可能なように備えられる構造をとることによって、必要であればアーチ型支
持部１３０又はディスプレイ部１４０を分離することが可能で、これにより装備全体のサ
イズが小さくなり、装置の保管が容易になる。
【００４３】
　それだけでなく、本実施例の超音波診断装置１００は、音声出力部１３５がアーチ型支
持部１３０と一体に備えられる構造をとることによって、装置を構成する部品数が減少し
、装置全体のサイズも小さくなる。
【００４４】
　図４は、本発明の他の実施例に係る超音波診断装置の斜視図であり、図５は、図４に示
した超音波診断装置の分解斜視図である。
【００４５】
　説明の便宜上、前記実施例と構成及び機能が同一又は類似の構造については同一の図面
番号で引用し、これに関する詳細な説明は省略する。
【００４６】
　図４及び図５を参照すると、本発明の他の実施例に係る超音波診断装置２００は、本体
部１１０と、設置部１２０と、アーチ型支持部２３０と、トレイ２６０とを備える。
【００４７】
　トレイ２６０は、アーチ型支持部２３０に設けられる。トレイ２６０は、四角状を含め
た多角状形態で備えることができ、円状、楕円状形態で備えることもできる。このトレイ
２６０は、アーチ型支持部２３０に設けられて設置部１２０の設置空間Ｓに配置される。
【００４８】
　前記トレイ２６０がアーチ型支持部２３０に設けられるように、アーチ型支持部２３０
は、トレイ２６０を支持するトレイ支持部２３８をさらに備える。トレイ支持部２３８は
、第１の支持部１３２と第３の支持部１３６の互いに向かい合う面にそれぞれ突出するよ
うに備えられる。このトレイ支持部２３８は、トレイ２６０の下部を支持してトレイ２６
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０が設置空間Ｓに配置された状態で、アーチ型支持部２３０に設けられるようにする。
【００４９】
　このように設けられるトレイ２６０は、TEEプローブ食道を検査する小型プローブなど
の小さい物品を置いておく用途などに用いられ、トレイ支持部２３８に固定する形態で設
けることも、トレイ支持部２３８に脱着可能なように設けることもできる。
【００５０】
　トレイ２６０をトレイ支持部２３８に脱着可能なように設けることにより、ユーザはア
ーチ型支持部２３０にトレイ２６０を取付て小さい物品を置くこともできるし、アーチ型
支持部２３０からトレイ２６０を分離して設置部１２０に体積が大きい物品を置くことも
できる。これによって、設置部１２０の設置空間Ｓをより効率的に活用することが可能に
なる。
【００５１】
　本発明を図面に示した実施例を参考にして説明したが、これは例示的なものに過ぎず、
当該技術に属する分野で通常の知識を有する者であれば、これから多様な変形及び同等な
他の実施例が考案可能であることを理解するであろう。従って、本発明の真正な技術的保
護範囲は、特許請求の範囲によって定める。
【符号の説明】
【００５２】
１００、２００：超音波診断装置、１１０：本体部、１１２：プローブコネクタパネル、
１１４：ＥＣＧコネクタパネル、１２０：設置部、１２２：底面、１２４：離脱防止部、
１３０、２３０：アーチ型支持部、１３２：第１の支持部、１３４：第２の支持部、１３
５：音声出力部、１３６：第３の支持部、１４０：ディスプレイ部、１５０：ディスプレ
イ支持部、１５２：装着部、１５４：支持アーム、２３８：トレイ支持部、２６０：トレ
イ

【図１】 【図２】
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